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掲載したイベントなどは、新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・変更になる場合がありま
す。小平市ホームページや問合せ先などから最新の情報をご確認ください。また、イベント参加時や
施設利用時には、感染症対策にご協力をお願いします。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎０１２０（９４４）９００）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

小平市歌謡連盟　歌謡祭
d １１月２０日（日）　午後 ０ 時３０分開演　正午開場　b ルネこだいら中ホール
n 小平市歌謡連盟所属会員が、昭和・平成の懐かしの歌を約４０曲歌う
i 小平市歌謡連盟・陣内☎０４２（３４５）６７７５

小平マジック連合会　マジック発表会
d １１月２０日（日）　午後 １ 時３０分開演　 １ 時開場　b 中央公民館ホール
n マジックの実演
i 小平マジック連合会・渡辺☎０８０（１２２５）２２３３

小平市ハワイアン　フラ連盟　ハワイアン　フラ　フェスティバル
d １１月２０日（日）　午後 ２ 時３０分開演　 １ 時３０分開場
b ルネこだいら大ホール
i 小平市ハワイアンフラ連盟☎０９０（７７３５）６２５６

小平市三曲協会　三曲演奏会（こと・三絃・尺八）
d １１月２６日（土）　午後 １ 時開演　 ０ 時３０分開場　b ルネこだいら中ホール
n 尺八本曲、寿くらべ、箏のしらべ、四季の柳、新娘道成寺、日本の小箱、
中学生の曲などの演奏
i 小平市三曲協会・幡野☎０４２（３２３）０６９０

小平青少年吹奏楽団　定期演奏会
d １１月２７日（日）　午後 ２ 時開演　 １ 時開場　b ルネこだいら大ホール
n 指揮　和田貴嗣、曲目　第六の幸福をもたらす宿ほか
※入場券は市内公共施設で配布します。
i 小平青少年吹奏楽団☎０７０（４５５１）９９１９

小平市民文化祭小平市民文化祭 d…日程　b…場所
n…内容　i…問合せ先

歳入 歳出
人件費
100億7,095万円(13.1%)
扶助費
257億8,752万円(33.6%)

公債費
32億3,451万円(4.2%)

物件費
141億2,113万円
(18.4%)

補助費など
99億4,303万円(13.0%)

繰出金
61億4,800万円(8.0%)

普通建設事業費
32億353万円(4.2%)積立金など

41億9,800万円(5.5%)

市税
309億7,706万円(37.3%)

各種交付金･
市債(臨時財政対策債)など
144億6,626万円(17.4%)

国庫支出金
224億6,720万円(27.1%)

都支出金
111億3,347万円(13.4%)
使用料および手数料、繰入金など
30億9,563万円(3.7%)

市債（臨時財政対策債を除く）
8億7,900万円(1.1%)

一般財源

特定
財源

義務的
経費

任意的
経費

令和
３年度 小平市小平市のの財政事情財政事情 問合せ　財政課

☎０４２（３４６）９５０４

小平市には、一般会計のほかに３つの特別会計（国
民健康保険事業、後期高齢者医療、介護保険事業）
があり、歳入合計が前年度比6.5％減、歳出合計が
前年度比9.1％の減となりました。
代表的な会計である一般会計の決算の特徴は、歳入
では、地方交付税や繰越金は増となりましたが、国
庫支出金や繰入金などが減となったため、前年度比
11.0％の減となりました。
一方、歳出では、民生費や衛生費などが増となりま
したが、総務費や教育費などは減となり、前年度比
14.6％の減となりました。

決算の特徴

一般会計決算を家計に例えて、小平市と多摩地区の
他市を、小平家と同じ人数の他家として１年間の家
計簿を作成しました（表２参照）。
小平家は、家族の人数が同じ他家に比べて、収入、
支出とも小さな額になりました。その要因は、市税

（給料）などが少ない分、人件費（生活費）や扶助
費（学費・医療費）、普通建設事業費（家屋の増改築）
などを抑えているためです。

小平家・他家（２６市平均）の家計簿

表 ３　小平市の財政指標

表 ２　小平家・他家（２６市平均）の家計簿

グラフ １　一般会計歳入・歳出の状況

表 １　令和 ３年度一般会計・特別会計 ３事業の決算状況

令和３年度の小平市の財政指標は表３のとおりで
す。健全化判断比率は各指標とも健全な数値となっ
ています。経常収支比率は、地方交付税が伸びたこ
とから、昨年度に比べ改善しています。

小平市の財政指標

項　　目 令和 ３ 年度（令和 ２ 年度） 説　　　明

財政力指数 0.947（0.968）
0.910（0.960）

財政力の強弱を示す数値です（上段：３ か年平均、下段：単年度）。単年度で １ を超えるほど財源に余裕があり、
普通交付税の不交付団体となります。令和 ３ 年度は、全国では、1,718市町村のうち5１市町村が不交付団体です。

経常収支比率 83.1％（91.0％） 財政構造の弾力性を測定する比率です。高いほど財政運営が硬直化しており、政策的に使えるお金が少ないこと
を示します。小平市の経常的な収入のうち、政策的な経費に使えるお金は16.9％であることを表しています。

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 ―（―） 一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、11.51％を超えると警戒ラ
インです。

連結実質赤字比率 ―（―） 一般会計、特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、16.51％を超える
と警戒ラインです。

実質公債費比率 2.0％（2.0％） 一般会計、特別会計、一部事務組合が負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率です（ ３ か年平均）。
２５.０％を超えると警戒ラインです。

将来負担比率 ―（―） 一般会計、特別会計、一部事務組合、土地開発公社が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
です。３５０.０％を超えると警戒ラインです。

資金不足比率 ―（―） 小平市下水道事業会計における資金不足額の、事業規模に対する比率です。２０.０％を超えると警戒ラインです。
※上記標記中「－」は、黒字のため実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率が、算定されないことを表し、また、将来の負担が少ないため将来負担比率が算定さ
れないことを表します。

コロナ禍への対応
・新型コロナウイルスワクチン接種体制の確保
・新型コロナウイルス感染症自宅療養者などへの支援
・子育て世帯に向けた生活支援特別給付金・臨時特別給付金
・生活困窮者に向けた住居確保給付金、自立支援金、臨時特別給付金
・商工会による紙のスクラッチ付きクーポン券への補助、キャ
ッシュレス決済へのポイント還元

・事業者向け感染防止徹底協力金
・子育て施設・介護事業所・障がい事業所など・公共交通事業
者に向けた感染拡大防止対策や事業継続への支援

基本目標Ⅰ　ひとづくり　－人が育ち、学び、新たな価値を創造するまち－
・子ども広場事業の充実
・学童クラブの開設、民設民営学童クラブへの支援
・保育園待機児童の解消に向けた緊急対策
・学校施設の整備、学校体育館冷暖房設備設置
・学校給食センターの更新および代替給食の提供
・ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた環境整備
・こだいら健康ポイント事業のリニューアルなど
・国指定史跡鈴木遺跡保存活用事業
基本目標Ⅱ　くらしづくり　－多様性を認めあい、つながり、共生するまち－
・女性再就職サポート事業
・児童発達支援センターの整備、障がい者グループホームの自
立支援給付費などの支援

・地域における介護予防や支え合いなどへの支援の充実
・生活困窮者の包括的な支援体制の強化
・被災者用備蓄の整備
基本目標Ⅲ　まちづくり　－自然と調和した、美しく快適で、魅力あるまち－
・ＥＳＣＯ事業を活用した照明ＬＥＤ化など
・リサイクルセンター地域還元エリアの整備
・鷹の台公園・鎌倉公園の整備事業
・下水道施設の老朽化対策事業、公共下水道雨水整備の推進
・小川駅西口地区および小平駅北口地区市街地再開発事業の推
進

・都市計画道路整備、都市農業経営力強化事業
自治体経営方針関連
・中央公民館、健康福祉事務センターおよび福祉会館の複合化
・新住民情報システムの再構築、証明書のコンビニ交付の導入
・マイナンバーカード交付の推進

令和３年度の主な事業

区　　分 歳　　入 前年度比（％） 歳　　出 前年度比（％）

一般会計 830億 2 千万円 △11.0 767億 1 千万円 △14.6

特
別
会
計

国民健康保険事業 177億 8 千万円 6.3 174億円 5.4

後期高齢者医療 44億 5 千万円 △0.1 44億円 △0.5

介護保険事業 152億 4 千万円 6.3 148億 1 千万円 6.5

合　　計 1,204億 9 千万円 △6.5 1,133億 2 千万円 △9.1

1 年間の収入

収入内容 小平家 他家
（２６市平均）

市税（給料） ３１０万円 ３４０万円
各種譲与税、交
付金（諸手当） ６１万円 ６１万円
分 担 金・ 負 担
金、使用料及び
手数料（アルバ
イト収入）

１７万円 １７万円

地 方 交 付 税・
国・都支出金（実
家 か ら の 仕 送
り）

３６３万円 ４０４万円

財産収入（古物
売払い） １０万円 １７万円
繰越金（財布の
中身） ３５万円 ３０万円
稼ぎの計 ７９６万円 ８６９万円
繰入金（貯蓄取
り崩し） ５ 万円 １８万円
市債（ローン借
入金） ２９万円 ３３万円

収入計 ８３０万円 ９２０万円

1 年間の支出

支出内容 小平家 他家
（２６市平均）

人件費（生活費） ９９万円 １０７万円
扶助費（学費、
医療費） ２６３万円 ２７４万円
公債費（ローン
返済金） ３２万円 ３７万円
物件費、維持補
修費（被服費、
消耗品）

１４３万円 １４３万円

補助費等（自治
会費） ９５万円 １４３万円
積立金（貯金） ３７万円 ３１万円
繰出金（仕送り） ６２万円 ６８万円
普通建設事業費
（家屋の増改築
など）

３６万円 ７２万円

支出計 ７６７万円 ８７５万円
※普通会計ベース。
※他家の数値は、26市の総計をもとに小平
市の人口規模に合わせて算出しました。
※1万分の1に縮尺、1万円が実際の1億円に
なります。

グラフ ２　市債現在高の推移

（円）
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土地開発公社一般会計
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市債残高は、令和元年度から 3 年度まで
の 3 年間で 3 億円増加し、284億円にな
りました。市民 1 人当たりで見ると約14
万 6 千円になります。

グラフ ３　基金現在高の推移
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その他公共施設整備基金
職員退職手当基金財政調整基金

基金現在高は令和元年度から ３ 年度まで
の ３ 年間で３４億円増加し、１６１億円にな
りました。市民一人当たりで見ると約
８ 万 ３ 千円になります。

ふるさと納税で市の歳入 5億706万円が失われました（市民が他の自治体へ寄付したふるさと納税額 5億 2,565 万円、小平市に寄付されたふるさと納
税額 1,859万円）。

※表とグラフの合計は、端数四捨五入により合わない場合があります。
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４
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午
前
）・１７
日（
午

後
）、
令
和
５
年
１
月
１４
日
）
に
提
出
す

る
方
は
、
１２
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
貸
し
付
け
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
０４２

（
３
４
４
）
１
２
１
７

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

事
業
者
向
け

　
令
和
５
年
１０
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
の

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
）
が
始
ま
り
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
で
は
、
登
録
を
受
け
た
事
業
者
（
適
格

請
求
書
発
行
事
業
者
）
の
み
が
適
格
請
求

書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
を
交
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
自
分
は
登
録
す
べ
き
か
、
ど

の
よ
う
に
手
続
き
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い

っ
た
疑
問
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
１２
月
１
日
（
木
）　
午
後
３
時

〜
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

対　
象　
個
人
事
業
者
、
法
人

申
込
み　
電
話
で
東
村
山
税
務
署
へ
☎
０４２

（
３
９
４
）
６
８
１
１
（
音
声
案
内
で
２

番
を
選
択
、
内
線
４
１
２
（
個
人
事
業

者
）、
内
線
３
１
３
（
法
人
））

事
業
取
扱
店
舗
を
募
集

▪
ス
ク
ラ
ッ
チ
カ
ー
ド
事
業

　
買
い
物
な
ど
５
百
円
ご
と
に
ス
ク
ラ
ッ

陶
磁
器
食
器
や

未
利
用
食
品
な
ど
の
回
収

リ
サ
イ
ク
ル
き
ゃ
ら
ば
ん

と　
き　
１１
月
２２
日
（
火
）　
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分　
雨
天
決
行

と
こ
ろ　
小
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
小
川
西

町
５
丁
目
８
番
）

内　
容　
▽
陶
磁
器
食
器
の
回
収
…
茶
わ

ん
、
皿
（
割
れ
た
も
の
も
可
、
汚
れ
た
も

の
は
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
ガ
ラ
ス
製
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
な
ど
の
食
器
や
、
食
器
以

外
は
不
可
。
包
装
紙
は
お
持
ち
帰
り
く
だ

さ
い
）

▽
小
型
家
電
の
回
収
…
携
帯
電
話
、
卓
上

計
算
機
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
ほ
か

▽
廃
食
油
の
回
収
…
未
使
用
可
、
ラ
ー
ド

や
バ
タ
ー
な
ど
の
動
物
性
油
不
可
、
食
用

以
外
の
油
不
可

※
現
地
で
回
収
タ
ン
ク
に
入
れ
て
、
容
器

は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▽
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
未
利
用
食
品
の
回

収
）
…
米
、
缶
詰
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ

ト
ル
ト
食
品
、
パ
ス
タ
な
ど
の
乾
物
、
コ

ー
ヒ
ー
、
調
味
料
ほ
か
（
未
開
封
で
包
装

や
外
装
が
破
損
し
て
い
な
い
も
の
、
賞
味

期
限
が
一
ヶ
月
以
上
先
の
も
の
）

※
生
鮮
食
品
不
可
、
瓶
詰
め
食
品
不
可
。

▽
紙
パ
ッ
ク
の
回
収

▽
雑
貨
交
換
…
ま
だ
使
え
る
お
も
ち
ゃ
、

ぬ
い
ぐ
る
み（
３０
㌢
㍍
以
内
）、
育
児
用
品

を
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
交
換
。

※
い
ず
れ
も
事
業
系
の
も
の
、
粗
大
ご
み

は
不
可
。
回
収
で
き
な
い
も
の
は
、
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
車
で
の
持
ち
込
み
も

可
能
で
す
。

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

最
新
号
を
発
行

ひ
ら
く

　
ひ
ら
く
は
、
公
募
市
民
が
企
画
・
編
集

し
た
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
広
報
誌
で

す
。
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
に
あ
る
ほ

か
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

　
今
号
は
、
事
例
か
ら
み
る
ア
ン
コ
ン
シ

ャ
ス・バ
イ
ア
ス（
無
意
識
の
思
い
込
み
）

の
特
集
で
す
。

問
合
せ　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

☎
０４２
（
３
４
６
）
９
６
１
８

あ
す
ぴ
あ

あ
す
ぴ
あ

▪
市
民
活
動
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
実
践
講
座

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
な
い
け
れ
ど
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
始
め
ら
れ
る
の

か
、　
販
売
す
る
も
の
は
な
く
て
も
い
い

の
か
な
ど
、
経
験
豊
富
な
講
師
が
具
体
的

に
解
説
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
26
日
、
12
月
３
日
の
土
曜

日　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　
全
２

回と
こ
ろ　
①
あ
す
ぴ
あ
会
議
室
、
②
テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー
ム
）

対　
象　
市
民
活
動
に
参
加
し
て
い
る

方
、
活
動
資
金
計
画
策
定
に
興
味
の
あ
る

方定　
員　
各
１０
人

申
込
み　
11
月
５
日（
土
）か
ら
19
日（
土
）

ま
で
に
、電
子
メ
ー
ル
に
講
座
名
、氏
名
、

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
を
入

力
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）

▪
あ
す
ぴ
あ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
市
民
活
動

団
体
一
覧
冊
子
へ
の
掲
載
団
体
を
募
集

　
市
民
活
動
団
体
の
活
動
内
容
や
連
絡
先

な
ど
を
、
あ
す
ぴ
あ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市

民
活
動
団
体
デ
ー
タ
集
む
す
ぶ
に
掲
載
し

ま
す
。

　
併
せ
て
、
団
体
名
、
連
絡
先
、
市
民
活

動
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
た
市
民
活
動

団
体
一
覧
冊
子
を
発
行
し
ま
す
。

申
込
み　
11
月
24
日（
木
）ま
で（
必
着
）

に
、
応
募
用
紙
を
問
合
せ
先
へ
（
送
付
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
可
）

※
応
募
用
紙
は
問
合
せ
先
に
あ
る
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

H
検
索　
小
平
あ
す
ぴ
あ

︱
︱
共　
通
︱
︱

問
合
せ　
小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
ぴ
あ
（
〒
１８７
︱
０
０
３
１　
小
川
東

町
４
︱
２
︱
１
）☎
０４２（
３
４
８
）２
１
０

４
、
V‌

０４２（
３
４
８
）２
１
１
５
、
Ainfo 

@kodaira-shiminkatsudo-ctr.jp

古
文
書
か
ら
み
る
ア
ウ
ト
ロ
ー

古
文
書
展
示

　
江
戸
時
代
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
（
無
法
者
）

と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
は
、
ば
く
ち
を
し
、

け
ん
か
な
ど
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
し

た
。
今
回
は
そ
れ
ら
の
事
件
に
関
す
る
史

料
を
展
示
し
ま
す
。

と　
き　
１２
月
１４
日
（
水
）
ま
で

と
こ
ろ　
中
央
図
書
館
２
階
展
示
ギ
ャ
ラ

リ
ー

問
合
せ　
中
央
図
書
館
☎
０４２
（
３
４
５
）

１
２
４
６

目
指
せ
高
得
点

こ
だ
い
ら
知
識
王
２
０
２
２

　
小
平
市
の
地
理
・
歴
史
な
ど
に
関
す
る

３０
問
の
問
題（
初
級
ま
た
は
上
級
を
選
択
）

に
挑
戦
し
ま
す
。
高
得
点
者
は
知
識
王
と

し
て
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
と
得
点
を
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
だ
い
ら
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
の
使
い
方
や
図
書
館
資
料
の
探
し
方
を

解
説
し
ま
す
。

※
参
加
者
の
方
に
は
問
題
の
ヒ
ン
ト
と
な

る
予
習
資
料
を
送
付
し
ま
す
。

と　
き　
１２
月
３
日
（
土
）　
午
前
１１
時

〜
午
後
０
時
３０
分　
１０
時
４５
分
開
場

と
こ
ろ　
中
央
図
書
館
３
階
視
聴
覚
室

対　
象　
小
学
生
〜
高
校
生

定　
員　
３０
人

申
込
み　
１１
月
８
日
（
火
）
の
午
前
１０
時

か
ら
２２
日
（
火
）
の
午
後
５
時
ま
で
に
、

東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
３
面
欄
外
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　
中
央
図
書
館
☎
０４２
（
３
４
５
）

１
２
４
６

絵
本
と
鳥
の
巣
の
ふ
し
ぎ

鳥

の

巣

が

お
し
え
て
く
れ
る
こ
と

講
演
会

　
絵
本
の
こ
と
、
自
然
の
こ
と
、
鳥
の
巣

の
こ
と
な
ど
を
、
絵
本
作
家
で
鳥
の
巣
研

究
家
の
鈴
木
ま
も
る
さ
ん
が
話
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
、
実
物
の
鳥
の
巣
を
約
２０
個

見
る
こ
と
が
で
き
る
予
定
で
す
。

と　
き　
１２
月
４
日
（
日
）　
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時　
１
時
開
場

と
こ
ろ　
中
央
図
書
館
３
階
視
聴
覚
室

対　
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

※
小
学
３
年
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
が

必
要
で
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

定　
員　
６０
人

主　
催　
小
平
市
子
ど
も
文
庫
連
絡
協
議

会
、
小
平
市
教
育
委
員
会

申
込
み　
１１
月
６
日
（
日
）
の
午
前
１０
時

か
ら
１２
月
３
日
（
土
）
の
午
後
５
時
ま
で

に
、
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ

ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
３
面
欄
外
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
）
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　
中
央
図
書
館
☎
０４２
（
３
４
５
）

１
２
４
６

児
童
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

み
ん
な
の
ま
ち　
小
平　
作
品
展

　
郷
土
こ
だ
い
ら
の
魅
力
を
自
由
に
描
い

た
、
子
ど
も
た
ち
の
力
作
約
２
百
点
を
展

示
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
２０
日
（
日
）
～
１２
月
２６
日

（
月
）

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
１
階
情
報
ロ
ビ

ー※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

後　
援　
小
平
美
術
会
、
小
平
市
教
育
委

員
会
、
小
平
市

問
合
せ　
小
平
市
文
化
振
興
財
団
☎
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

チ
カ
ー
ド
を
１
枚
（
最
大
１０
枚
）
配
布
す

る
取
扱
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。
当
た
り
券

は
取
扱
店
舗
で
金
券
と
し
て
使
え
ま
す
。

対　
象　
小
平
商
工
会
会
員
ま
た
は
市
内

事
業
を
営
み
、
１２
月
中
旬
か
ら
ス
ク
ラ
ッ

チ
カ
ー
ド
を
配
布
・
使
用
で
き
る
事
業
者

▪
小
平
子
育
て
応
援
商
品
券
事
業

　
市
か
ら
子
育
て
世
帯
に
配
布
す
る
商
品

券
の
取
扱
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

対　
象　
小
平
市
内
に
事
業
所
ま
た
は
店

舗
を
有
す
る
、
ま
た
は
小
平
ス
ク
ラ
ッ
チ

カ
ー
ド
２
０
２
２
に
参
加
し
て
い
る
事
業

者※
法
人
の
場
合
の
本
社
所
在
地
ま
た
は
個

人
事
業
主
の
場
合
の
住
所
地
が
市
外
で
あ

っ
て
も
参
加
可
。

︱
︱
共　
通
︱
︱

申
込
み　
小
平
商
工
会
へ
☎
０４２
（
３
４

４
）
２
３
１
１

再
就
職
を
目
指
す
女
性
の

再
就
職
を
目
指
す
女
性
の

た
め
の
就
職
支
援

た
め
の
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
と
職
場
体
験

セ
ミ
ナ
ー
と
職
場
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
者
を
募
集

▪
女
性
再
就
職
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
結
婚
、
出
産
、
育
児
な
ど
を
き
っ
か
け

に
離
職
し
た
女
性
の
た
め
の
再
就
職
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
研
修
、
個
別
相
談
、

参
加
者
交
流
会
、
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
通
じ
て
再
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

と　
き　
▽
女
性
再
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ

ナ
ー
…
１２
月
１
日
・
８
日
・
２２
日
、
令
和

５
年
１
月
１２
日
・
２６
日
、
２
月
９
日
、
３

月
２
日
の
木
曜
日　
午
前
１０
時
〜
午
後
３

時　
全
７
回
（
３
月
２
日
は
午
前
１０
時
〜

正
午
）

▽
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
…
令
和
５
年
２
月

に
２
日
間
程
度
実
施
予
定

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
（
２
月
９
日
は
福

祉
会
館
）

定　
員　
２０
人

申
込
み　
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
下
図
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
）
へ

問
合
せ　
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ア
カ
デ
ミ
ー
株
式
会
社
小
平
市
女
性
再

就
職
サ
ポ
ー
ト
事
業
事
務
局
☎
０
５
０

（
３
１
８
７
）
９
５
６
４

創
業
者
個
別
相
談
窓
口

　
専
門
の
相
談
員
に
相
談
で
き
ま
す
。

日　
程　
▽
１１
月
１０
日
、
１２
月
１
日
の
木

曜
日　
中
央
公
民
館
学
習
室
１

▽
令
和
５
年
１
月
５
日
（
木
）　
市
役
所

６
階
６
０
２
会
議
室

※
各
回
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
、
お
お

む
ね
１
人
６０
分
。

※
２
月
以
降
も
月
に
１
回
実
施
予
定
。

対　
象　
創
業
を
予
定
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
創
業
し
た
ば
か
り
の
方

定　
員　
各
４
人

申
込
み　
各
回
の
前
日
ま
で
に
、
産
業
振

興
課
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

５
３
４購

入
者
を
募
集

市
が
所
有
す
る

ご
み
集
積
所
跡
地

　
家
庭
ご
み
の
戸
別
収
集
開
始
に
伴
い
使

用
し
な
く
な
っ
た
、
市
が
所
有
す
る
ご
み

集
積
所
跡
地
の
土
地
を
売
却
し
て
い
ま

す
。
購
入
を
希
望
す
る
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

対　
象　
市
が
所
有
す
る
ご
み
集
積
所
跡

地
に
隣
接
す
る
土
地
を
有
す
る
方

※
宅
地
同
士
の
境
に
あ
る
跡
地
も
、
売
却

の
対
象
で
す
。
ま
た
、
公
共
用
地
と
し
て

使
用
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
売
却
の
対
象

に
な
ら
な
い
跡
地
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

職　
種

採
用
予

定
人
数

応
募
資
格

一
般
技
術

（
建
築
）

２
人

昭
和
４５
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

（
就
職
氷
河
期
世
代
ま
で
対
象
）

▽
大
学
・
高
等
学
校
な
ど
に
お
い
て
建
築
技
術
関
連
科
目
（
意
匠
ま

た
は
構
造
）
を
履
修
し
卒
業
し
た
か
、
卒
業
見
込
み
で
あ
る

▽
建
築
の
設
計
、
工
事
監
理
、
施
工
管
理
の
い
ず
れ
か
の
職
務
経
験

が
あ
る

▽
構
造
の
設
計
（
構
造
計
算
等
）、
工
事
監
理
、
耐
震
診
断
の
い
ず

れ
か
の
職
務
経
験
が
あ
る

▽
建
築
確
認
の
意
匠
ま
た
は
構
造
に
関
す
る
審
査
（
補
助
業
務
を
含

む
）
の
職
務
経
験
が
あ
る

▽
構
造
計
算
適
合
性
判
定（
補
助
業
務
を
含
む
）の
職
務
経
験
が
あ
る

▽
建
築
士
（
１
級
ま
た
は
２
級
）、
構
造
設
計
１
級
建
築
士
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
し
て
い
る

一
般
技
術

（
機
械
）

１
人

昭
和
４５
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

（
就
職
氷
河
期
世
代
ま
で
対
象
）

▽
大
学
・
高
等
学
校
な
ど
に
お
い
て
建
築
・
機
械
・
電
気
技
術
関
連

科
目
の
い
ず
れ
か
を
履
修
し
卒
業
し
た
か
、
卒
業
見
込
み
で
あ
る

▽
建
築
設
備
の
設
計
、
工
事
監
理
、
施
工
管
理
の
い
ず
れ
か
の
職
務

経
験
が
あ
る

▽
管
工
事
施
工
管
理
技
術
者
、
技
術
士
（
衛
生
工
学
、
機
械
、
総
合

技
術
監
理
部
門
）、
技
術
士
補
（
衛
生
工
学
、
機
械
部
門
）、
建
築

士
（
１
級
ま
た
は
２
級
）、
建
築
設
備
士
、
電
気
工
事
施
工
管
理

技
術
者
、
電
気
工
事
士
、
電
気
主
任
技
術
者
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
有
し
て
い
る


